
「かぜひいちゃうから服を着てね」「○○ちゃんはどうしたい？」「大丈夫、困ったら教えて

ね」この言葉にも子どもが将来「自分の身体は大切」、「何かあったら信頼できる人に相談し

よう」と思えるワードがあります。 

性教育は教科書で学ぶだけのものではなく、被害に遭わないために教えるのだけではなく、

子どもたちが主体的に、自分の身体を大切に、相手の身体を大切に、自分の気持ちに素直に

なって、幸せに生きるために、生まれたときから伝えていくことで積み上がっていくものな

んです。 

日々の中であなたも実は口にしている言葉から、性教育が始まっています。皆さんはお子

さんにどんなメッセージを送りたいですか？ 

そんなお話を包括的性教育の視点でいりなか保育園の看護師がお話しします。 

事前にご質問を受け付けます。 

ご質問の回答も交えながらみなさんがお子さんに日々感じていることも話していただけ

る時間も持ちたいと思います。 

途中の出入りも、もちろん OKです。 

ご無理のない参加をお待ちしています。 

 

【支援センターご利用時のお願い】 

・アレルギーのあるお子さんもいます。園内では飲食ご遠慮ください。 

（お茶など水分補給・授乳のミルクは可） 

・貴重品などはご自分で管理してください。 

・園の駐車場は送迎用です。来園の際は近くのコインパーキングを 

ご利用ください。 

・個人情報の観点から園内の撮影は禁止です。 

ご質問はこちらの QR コードから

お願い致します。 

入力期限は 10 月 8 日（木）午前

10 時までです。 

 

日頃私たちが子どもに伝えていること自体が性教育につながっているんです。 

日時：１０月１４日（水） 
   １０:１０～１１:００ 
 
場所：地域子育て支援センター 

いりなかみんなの家 
（いりなか保育園分園内） 


